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発明の概要

2021年1月分注目特許 No.2

特徴

関連分野 電子部品・素子、エネルギー、建設・土木

ケミカル 貯蔵安定性に欠ける不具合を解消できる組成物

代表図

ＣａＣｅ、就中ＣＭＣ－Ｈの活用に関し、
保存性と取扱い性の良い状態にする技術

酸型カルボキシメチルセルロースを炭酸水で洗
浄することにより得られる、水分率が４０～８０質
量％であり、かつ、その含有水のｐＨが４以下であ
り二酸化炭素濃度が０．０１ｇ／ｋｇ以上である酸
型カルボキシメチルセルロースの湿潤顆粒と、炭
酸水素アルカリ金属塩および炭酸水素アンモニウ
ム塩よりなる炭酸水素塩群から選ばれる少なくと
も１種の炭酸水素塩の粉末を含み、前者：１００質
量部に対して後者：２～１００質量部の比率で混合
されたものであり、微細な湿潤綿状外観を呈する
湿潤綿状顆粒体であることを特徴とする、貯蔵安
定性に優れたセルロース系粘性組成物である。
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応用の可能性/活用企業例/最新動向

本ページの情報は2021年3月時点において事務局が調査を行った結果に基づきます。

古野伸夫氏の本発明に関する最新動向

・古野伸夫氏の本件特許に関連する情報や製品についてのインターネット上の公開情報は見受けられな
い。

応用の可能性

本技術の活用が見込める企業の一例

・住宅

・電車

・GLM株式会社

・自動車

など

など

・川崎重工業株式会社

・株式会社安川電機

・ロボット

・株式会社ジャパンビバレッジホールディングス

・富士電機株式会社

・自動販売機

・株式会社ヤマダ・エスバイエルホーム

・株式会社エディオンハウスシステム

・日本車両製造株式会社

・JR東日本テクノロジー株式会社

・本田技研工業株式会社


